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　令和５年３月２６日　　 　　　　　      　　　　　　　　　 校長　森本　一登

 

　令和５年度の「修了式」を今年度は体育館で行いました。式
の冒頭に「校歌」を全員で歌い、その後、舞台上で、通知表(修
了証)を各学年の子どもたちに手渡しました。今年度からコロナ
前のように、体育館で始業式や終業式(修了式)を行うようになり、
子どもたちの前で話ができるようになりました。学校としては、
在校生全員で行う行事を大切にしているため、職員一同喜んで
います。修了式後は、教室で学級活動が行われ、各担任から子
どもたちに通知表(修了証)が手渡されました。 

４月８日(月)の始業式では、元気に登校してくる子どもたちに
会えるのが楽しみです。 
 

　さて、修了式は１年の締めくくりとなる式です。私からは、「卒業式の様子」や「１年間の行
事」と「新学期に向けて」の話しをしました。具体的には次のような話です。(一部抜粋) 
                                                                    
　明日から、春休みになります。校長先生から、みなさんに宿題を１つ出します。それは、「新
しい学年になったらがんばることを１つ決めておく」ことです。 

　おうちの人と相談しながら、頑張ることができる目標を決めましょう。そして春休みの間に、
新しい学年への気持ちの準備をしておいてください。 
 

　子どもたちにとって、進級することは嬉しい反面、不安なこともあると思います。子どもたち
が新学期をスムーズにスタートできるように、ご家庭におかれましてもご協力いただきますよう
よろしくお願いいたします。 
 

　～令和５年度　第54回卒業式～   
 

　３月１９日(火)、少し肌寒さを感じる天候の中、
たくさんの保護者のみなさん、来賓のみなさん、教職員の出席のも
と、第５４回卒業式行われました。新型コロナウイルス感染症が、
２類から５類へ移行したことにより、以前の形に戻しつつ実施しま
した。今回は、５年生の子どもたちも、来年の卒業式に備えて参加
しました。最後の「卒業生・在校生別れのことば」では、今までの
出来事を、子どもたちが語り、感動的なシーンとなりました。 

１３８名の卒業生たちは、元気に有岡小学校を巣立っていきました。 
 

　～令和６年　能登半島地震災害義援金～   
 

　２月に児童会が行った「令和６年　能登半島地震災害義援金」の集計が終わりましたのでお知
らせします。総額６２，４９２円の義援金が集まりました。この義援金は、日本赤十字社兵庫県
支部を通して被災地に送っていただきます。ご協力いただいたみなさん、本当にありがとうござ
いました。 

　 ～保護者のみなさまへ～                          　　　                   
 

　保護者のみなさまのお力添えのおかげで、無事に１年間を終える事ができました。今年度、た
くさんの行事にご協力いただき、本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願いいた
します。 
 


